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1. 会社概要
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大阪・関西万博での展示
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大阪ヘルケアパビリオンで出展

（2026年8月12日～18日）

テーマ：いのち輝く未来のデザイン

万博ベストプラクティスを受賞！

大阪から世界へ！MRで人類の健康を支えるプロジェクト



MRリハビリのリーディングカンパニー
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2. MRリハビリ機器「リハまる」の取り組み状況



MRリハビリテーションシステム「リハまる」

・ Mixed Reality技術を用いたリハビリテーションシステム

・ 現実空間の中に仮想のオブジェクトに対してインタラクションを行う

[CONFIDENTIAL]

①どこでもできる
ベッドサイドや機器と組み合わせも可能

②誰にでもできる
子供から高齢者まで使用できる

PT/OT/ST どの領域でも使用できる

③楽しくできる
ゲーム感覚で行える課題が多数
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介護テクノロジー利用の重点分野（機能訓練支援）
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厚生労働省（youtube）
https://www.youtube.com/watch?v=VB14lUS3Dsc



3. 導入実績と運用課題



リハまるの導入実績
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セラピスト目線で制作した、リハビリ支援機器

・準備に時間を要さない

・パラメータの幅が広い
重度～軽度な方へ多くの対象者へ使用が可能

2025年度

・デイケア4件
・訪問（急性期）1件

介護施設に関しても医療的な視点を持って質
の高いリハビリテーションを提供する傾向の

施設が増えてきている！！
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介護現場での課題
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ICT活用の機会
が少なく
リテラシー不足

医療機関と
比べ専門的
な運用が難
しい…。

費用が捻出
できない

時間をかけ
ず、使いた
い…。



4. アンケート・ヒアリング調査結果



① ICTツールに関する調査
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調査対象：医療施設や介護施設で専門職（セラピスト・介護福祉士 等）としてリハビリ業務に従事する方
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調査対象：医療施設や介護施設で専門職（セラピスト・介護福祉士 等）としてリハビリ業務に従事する方



② 介護現場でのリハビリテーションに関する調査
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調査対象：介護施設の経営者または施設長（30～60代の男女）



② 介護現場でのリハビリテーションに関する調査
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調査対象：過去1年以内に何らかのリハビリを受けたことがある65歳以上の男女



② 介護現場でのリハビリテーションに関する調査
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調査対象：過去1年以内に何らかのリハビリを受けたことがある65歳以上の男女



② 介護現場でのリハビリテーションに関する調査
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調査対象：ビジネスケアラー（30～50代の男女）



ヒアリング調査

【介護施設の職員】

・紙カルテなので、日々のリハビリ記載やスタッフ間の申し送りなども時間を要した。 コロナ禍以降もご家族の出入り

や面会も制限していたので、ご家族へ日々の様子や普段のリハビリの様子を共有するのが重要とされていた。データ

や映像などあればご家族もイメージしやすかったと思う。 法人全体、地域柄(県全体)、まだまだICTや機器の利用

について「使いこなせない」、「費用が高い」など、マイナスなイメージが多いと感じる（セラピスト）。

・個別訓練の質や頻度が医療機関と比べて少なく、画一的なメニューになりがち。認知機能と運動を組み合わせ

た訓練が難しい（セラピスト）

・個別機能訓練に追われて、経過や家族への共有のための資料をまとめる余裕がない（セラピスト）。

・新しい機器の導入は重要だと思うが、慣れるまで時間がかかりそう（介護職員）

・病院と違って施設運営には波があるので、高額な機器の導入が難しい（管理者）
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ヒアリング調査

【家族・支援者】

・毎日機能訓練ができないことは知っているので仕方がないと思うがリハビリ時間は不十分だと思う。

・機能訓練の時間や期間に制限があることについては、私たち家族もある程度は理解している。ただ、それでも少し

でも身体機能や認知機能が維持・改善されてほしいという強い思いがある。現在、数か月に一度の情報共有の

機会はあるものの、それだけでは日々の状態の変化が分かりにくく、もどかしさを感じる。専門のセラピストの方との

個別リハビリの頻度を増やすことは難しいとは思うが、看護師さんや介護士さんとの個人・集団活動等、体を動かす

機会や、頭を使う時間が少しでも増えれば、日々の生活にも良い影響があるのではないかと思っている。可能であ

れば、家族でリハビリに関わることも考えている。私たち家族ができることがあれば、ぜひ教えてほしい。
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調査・ヒアリングから見えた介護現場の本質課題
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現場（スタッフ）
・記録・事務作業の負担が大きい
・機能訓練が画一化
・家族共有資料を作る余裕がない
・ICT活用に時間がかかる

利用者・家族
・リハビリ時間が不足
・日々の変化が見えない
・成果が分からず不安
・リハビリにもっと関わりたい

施設運営・導入
・ICT未導入施設が多数
・最大障壁はコスト
・初期費用・維持費が高い
・効果が見えにくい

結論： （同時でも）訓練の個別性、自動評価、データ共有
を簡単に使用できる仕組みを低コストで実現する必要！



5. AMED事業による研究開発について



AMEDでの開発内容

・既存機の課題を踏まえ介護現場特化モデルを開発

・低コスト（Questベース）

・個別最適化、自動評価、共有を統合

・施設、家族双方のニーズに対応
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訓練の個別性を
出すことが難しい

評価を毎回とってま
とめるのが大変

家族や支援者への共
有が困難 高コスト

利用者に応じた難易度
の自動調整機能

機器が自動評価を
行ってくれる

家族や支援者が記録
を確認できる

必要機能だけに絞り、
低コスト化



AMEDでの開発内容
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介護現場で“使われる”介護テクノロジー

利用者に応じた難易度
の自動調整機能

機器が自動評価を
行ってくれる

家族や支援者が記録
を確認できる

必要機能だけに絞り、
低コスト化



AMEDでの開発内容
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情報共有

情報共有

MR訓練 MR訓練

MR自動評価 評価を基にした課題



6. まとめと今後の展開



まとめ

介護現場では

・記録や評価業務の負担

・リハビリの個別性不足

・家族への情報共有不足

・導入コストの高さ

といった多くの課題が存在しています。

課題を解決すること“ニーズ”に沿ったテクノロジーの開発が必要
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今後の展開

[CONFIDENTIAL]

病院で使用されていた「リハまる」を

介護現場のニーズに合わせたモデルチェンジを行い

「リハまる Lite」として登場！

2026年３月発売予定！

https://rehamaru.jp/wp-content/uploads/2026/02/rehamaru_lite.pdf

デイケアでのサー
キットとしての使
用可能！

デイサービスのレ
クササイズとして
使用可能！
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